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れはひとつの妥当な文法理論の枠組みの中で、そ
の言語の諸事実を取り上げ、述べる文法を構築し
ようとするものである。
Ⅲ.“个”の変遷
　“个”は現代中国語で最も常用する助数詞で、
使用頻度が高く、幅広く使用され、使用法も極め
て柔軟であるために、ずっと言語学者達の関心を
受けている。学者達は異なる角度からその出所に
さかのぼって、そのそれぞれの歴史の時期に発展
する情況を発掘している。
　歴史上において“个”の他に“佃”、“菌”３種
類の書き言葉がある。“个”の語源は“介”にあり、
本義は“独特”である。“菌”の本義は“竹の枝”
で、“佃”の本義は“介”と“个”に近い存在で
ある。唐の贾公彦疏：「人旁著固，字虽不同，声
音相近，同是“个”之意。」（贾公彦疏曰く：人々
がこの３文字を使っている。字体は違うのですが
音が類似しているため同じく“个”である。）唐
と宋の時代に多く“柵”を文章に書いて、元の時
代以降は“佃”という字を使用し、この“个”は
ふつう簡体字として認識している。（文章を書き
やすいために使用する周と秦の時代には、この
“个”は竹を数えるだけに用いて、徐々に拡大し、
その後すべての竹製品に使用することになった。）
　漢代に助数詞が飛躍的に発達し、専用の助数詞
は増えて、通用する助数詞も増えて、“个”と“枚”
は物体を数える助数詞として使用することになっ
た。例えば動物、植物などに使用する。明らかに
この時期から、“个”と“枚”は万能な助数詞の
地位を確定したのである。南北朝の時期に、“个”
は次第にこの使用範囲が拡大し、使用頻度も高く
なり、従って“枚”の使用が激減したのである。
この時期“个”は使用する助数詞としての機能を
強め、人々の日常の口語の中で活発に使用され、
“个”は話し言葉の優位を維持しただけではなく
て、その定着性を確立したのである。唐の時代に
なると“个”はその助数詞機能が更に拡大し、人
だけではなく、物、日用品などを量り、更に時
間、場所から、抽象的な名詞まで幅広くなり、し
たがって他の助数詞に取って代わることができ
た。また、この時に“个”が広範に使って“个”
を招く前に“１”の数量機能が弱めて、そのため
に“１”を省略し、これによって“个”の抽象化
を引き起こしたのである。その発展経緯を総括す
ると下記の通り；
　　名詞の“竹”は 竹あるいは竹製品を修飾
する助数詞 具体的な名詞を修飾する助数詞
抽象的な名詞“个”を修飾する助数詞 万
能助数詞 文の構成を助ける品詞（名詞、動詞、
形容詞、代詞などを修飾する）
　中国語の名詞が抽象的であるが故に数量限定を
必要とするのと、上の複数説とは裸の名詞の理解
に関してかなりの隔たりがある。このいわば名詞
抽象説では、「事件・書籍・樹木・車両・瓜果」
など数量詞を取ることができない一群の名詞の位
置付けが問題になるであろう。
　日本語では、「男・女」など人間を指す名詞を
例外として、照応的に用いられる場合、ふつう
「その」が必要であるが、中国語では必須ではな
い。つまり、中国語の名詞は、ごくふつうに限定
的であり得るが、これと名詞の抽象説とはどのよ
うにつながるのか述べられる必要があると思われ
る。また、中国語の“一个”多用を日中両国語の
名詞の差に帰するのではなく、中国語がより具体
的なレベルで発話を展開させることを好む言語で
あるといった表現の問題として捉え得る可能性も
十分に残っている。一般的には“个”を三つのカ
テゴリーに分類することができる。
＊・助数詞（数字として使用する）
実際の数、明確な量的な構造、また数字は任意
に置き換えるができる
例えば：
一个月　　　　　　　　一ヶ月
一千个单词　　　　　　千個の単語
一个领域　　　　　　　一つの領域
＊・使用法は助詞と数詞の間に介在して、助詞化
的な傾向を持っている
例えば：打个电话　　　　一寸電話をかける
　　　点一个头　　　　一寸うなずいた
　上述の“个”が直接助数詞と助詞に介在し、量
詞が示す量の性質を表す
＊・助詞として使用この部分の中で、“個”はす
でに全く数詞の使用法がなく、完全に抽象化さ
れた助詞として使用する。
例えば：聊个没完　　　　喋るのが止まらない
　　　　喝个痛快　　　　痛快に飲む
　　　　过个半年　　　　半年過ごせる
“个”の性質を図にすると下記のとおりである。
量詞　　　半量半助　　　助詞
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Ⅳ．“个”の機能について
１．個体化機能の“个”
　“他是个学生”「彼は（一人の）学生だ。」これ
は属性を強調するかのような“个”である。この
“学生”は非指示的なものであり、本来、数量表
現とはなじまないはずのものであるが、しかし、
これも数量詞の個別化機能との関連で捉えること
が可能に思われる。類とは、“学生”を例にとれ
ば、“教師・工人・農民”などに対称するもので
ある。“他是学生”は「彼は学生である。教師・
労働者・農民などではない。」と言う意味である。
それに対して“他是个学生”は「彼が学生という
類の中の一員である」と言う意昧である。意識さ
れる母集団は学生であり、それに属するとわざわ
ざ言うことが、学生が本来的に持つとされる特徴
を彼も分かち持つということになるのだろう。つ
まり、“他是个学生”における“个”と具体的存
在物としての“个”は、個別化という機能をもっ
て接点を有しているのである。
２．属性機能の“个”
　“个”は実詞であり、使用頻度が最も高い助数
詞の一つである。“个”は名量詞として使用する
ことができる。数量名詞構造の中に用い、その名
詞の属性を分類する。
　“他就象一个机場的専航貝”「彼はまるで空港の
管制塔のオペレーターのようだ」のような例があ
るという。管制塔のオペレーターは空港と切って
も切れない関係にあるとの意識のもとに発せられ
たものと考えられる。
　数量詞は本来属性を表すものではないので、
“一个大紅萍果”「一つの大きなリンゴ」、“一个中
国人”「ひとりの中国人」のように属性を表す修
飾語である。ただ、所有を表す修飾語は数量詞の
前にくる。①.“中国的一个朋友”は「中国にとっ
ての友人」ということであり、②.“一个中国的
朋友”は、「ひとりの中国人である友人」という
ことになる。
　助数詞“个”は長い歳月の中、具体化から抽象
化に変化し、所謂、当初の竹だけに用いる助数詞
からはじまり、竹製品全般の助数詞に発展した。
その後、具体的な名詞を修飾することから抽象的
な名詞を修飾する助数詞に進化し、全般的に用い
ることが助数詞になった。意味は組み合わせるも
の大量化によってぼやけになり、だんだん抽象化
に発展する“个”の意味はぼやけ程度がたかけれ
ば抽象の程度も高くなり、その組み合わせの機能
も強くなるのである。
　“我有一个好主意,下周去一起去长城玩儿.”「よ
いアイデアが浮んだ、来週一緒に万里の長城へ行
こう。」さらに、中国語の中には抽象的な事物を
表す名詞にはその所属に使用する助数詞は乏しく
例えば：（“局面”“地步”“消息”“原故”“主意”“样
子”“机会”等）「“局面”、“事態”、 “消息”、“原
因”、“考え方”、“状態”、“機会”などのような抽
象的な事物を表す名詞」にはふつう“个”を用い
ることが多い。
３．文法機能の“个”
　　①.“那个戴眼鏡的人”「あの眼鏡をかけた人」
　　②.“戴眼鏡的那个人”「眼鏡をかけたあの人」
　①は叙述的で、②は限定的であり「眼鏡をかけ
ていることによって他と区別される」とするが、
これも後者が標識であり、“戴眼鏡”を際立たせ
ていると考えることもできる。本稿の主旨から言
えば①の“一个”は照応的で前を受けているのに
過ぎないのに対し②のそれは“那个”が本来有し
ている指示機能が十分に働いていると言えよう。
つまり、①の数量詞を、文脈照応と言うわけには
いかないが、文脈上の要請でいわばなんとなく出
てきているのに対して、“个”では数量詞として
の機能が保持されている。
　①の数量詞が“一”の場合は不定標識にとるこ
とも可能であろう。次の文を見てみよう。
“他们去年发現很多山洞。他发現了最大的一个
山洞。”
　「彼らは去年多くの洞窟を発見したが、彼が最
も大きな洞窟を発見した。」のようなものであ
る。初めに、“一个”が前に出なければならず、
不定標識に限りなく近づく。それに対して“一个”
が後ろに出る形は数量情報を充分に表現している
のである。
　以上のような数量詞の位置による機能分担も共
起する修飾語がなければ、当然その差を表現する
術がなくなり、数量詞は被修飾語の直前しか現れ
ようがなくなる。
　“个”は動量詞として使用し、主に動作の数を
表す。短文にもし“个”を用いた場合は“个”の
ままで、他の助数詞の場合にそれを“个”に置き
換えることができる。
①．“等一会儿,我去吃顿饭”
（しばらく待ってください。ちょっと食事を
食べに行って来る。）
②．“等一会儿,我去吃（个）饭”
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（しばらく待ってください。ちょっと食事を
食べに行って来る。）
③．“等着,我先耍个你瞧瞧。”
（ちょっと待って、まず手品をやって見せる
から。）
　上記の例文の“个”は動量を表して、動詞の重
ね方に類似する。
４．“个”の語義の曖昧性
　目的語に見合った専用の助数詞を選択するのが
ふつうである。しかし汎用性の高い助数詞“个”
を選択することによってその語義を曖昧にするの
が“个”をもつ大きな特徴である。その特徴とし
ては任意に名詞を選択することが出来る。従って
本来の意味も“个”によって変わるのである。例
えば：“个と花、人、绳子、椅子など”と組み合
わせた場合、従来の“个”と違う語義のものに変
わるのである。また“个”の語義の曖昧性により
その互換性を顕在化になるのである。
①．我家来了一位日本客人
　　（我が家に日本人のお客さんが来た。）
②．我家来了日立制作所的客人
　　（我が家に日立制作所のお客さんが来た。）
③．我家来了一个日本客人
　　（我が家に日本人のお客さんが来た。）
　上記の“位”は“お客さん”を指し、尊敬の意
味を表す。次は“日立制作所”を指し、しかし③
“个”は“お客さん”或いは“日立制作所”を指
すことになる。また、違った対象の組み合わせに
よって本来が持っている意味を崩さずに表現する
こともできる。
　例えば文の風格、つまり、漢文と標準語、書き
言葉と話し言葉、標準語と方言などを“老师”に
用いて比較したい。そこで三タイプのものになる。
　　　　一位老师／一名老师，一个老师
　ここでの“位”は尊称、肯定である。“名”は
書き言葉の色が濃い。“个”は一般的でよく話し
言葉に使うものである。歴史上の“个”を見れば
判るように、最初の形状からイメージに変化し、
現在は事物の量、人から物、大から小までに拡大
し、具体的なものから抽象的なものまでに変化す
る。従って、その選択方法は非常に繁雑になり、
選択することによって意味も変わる。このように 
“个”は当初の形状の味を表さずついに消えてな
くなる。
　例えば：
Ａ組 Ｂ組
一口井 一个井　　　　（一つの井戸）
一台缝纫机 一个缝纫机　　（一台のミシン）
一辆自行车 一个自行车　　（一台の自転車）
　Ａ組とＢ組は数においてはその差が見られない
ものの、しかしＡはＢよりもイメージ的にインパ
クトが強いものである。逆に、色んな物と組み合
わせた“个”はここにおいては気軽く、楽、語義
として非常に単一である。
５．“个”特殊性
　これまで“个”という助数詞について、個体化
機能の“个”、属性機能の“个”、文法機能の“个”、
語義の曖昧性の“个”を分析してきたが、“个”
は助数詞以外にも他の用途があることを≪現代漢
語量詞使用手冊≫1987／4　中国平和出版（郭先
珍　著）を判明し、“个”は余裕、自信、気軽く、
気前よく、楽、驚くなどの使用法である。
　例えば：
①．能吃个五天六天的没问题
　　（このぐらいあれば一週間は楽に過ごせる）
②．有个眉目了（糸口が判った／見つかった）
③．知道个大概了（大体の筋道が判った）
ここではじめに書いている（国家拿出４万个
亿……。４万亿）を比較すると下記の意味であ
ろう。
④．「４万亿」（約56兆円）は単に数字だけであり、
その背景が見えない。極一般的なものである。
⑤．「４万个亿」（約56兆円）は単に数字だけでは
なく、その背景には国が財政上に余裕があり、難
関を乗り越えるには自信があり、気前よくの
「４万个亿」の表現になったのである。
Ⅴ．おわりに
　日本の新聞は“部”、本は“冊”、机は“脚”、
動物や魚は“頭”、“匹“、鳥は“羽”というよう
な助数詞がある。中国語もこれに準じたものがあ
る。例えば：新聞は「份」、本は「本」、机は「张」、
動物や魚は「头」「条」、鳥は「只」などはごく一
般的な使用法である。
　日本と中国は同じ漢字の文化圏でありながら、
歴史や文化が異なっているために、両国の言語表
現もかわるのである。特に助数詞“个”について、
2006年にその論文を書いたが2012年台湾の訪問で
この“个”の選択及びその意味の深みを感じて、
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ここでその追加分として論じたのである。恐らく
中国語を母国語とする中国人自身にとっても難し
いのではなかろうかと思う。
参考書：
　中国平和出版『現代漢語量詞使用手冊』
　中国商務印書館『語法研究和探索』
　北京語言学院出版社『実用漢語語法』
　大修館『漢方の歴史』
　北京語言学院出版社『現代漢語語法論集』
くろしお出版『日本語と中国語の村照研究論文
集』
　光生館『現代中国語辞典』
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